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公立大学法人 大阪府立大学
獣医系学舎新築整備事業

建設事業評価委員会

平成１８年６月２１日
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位 置 図

羽曳野キャンパス

大仙キャンパス

（H１８年度末廃止予定）

中百舌鳥キャンパス

りんくうキャンパス

（泉佐野市りんくう往来北）

阪神高速
湾岸線

りんくう
ゲートタワー

ＪＲ・南海
りんくうタウン駅

りんくう総合
医療センター

泉州救命
救急センター

空港連絡橋

第３回大阪府建設事業評価委員会

H１８．６．２１
資 料 ２
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事業地写真（りんくうキャンパス）
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大阪府立大学の学部・研究科（大学院）組織

工学部 工学研究科

生命環境科学部 生命環境科学研究科

理学部 理学系研究科

経済学部 経済学研究科

人間社会学部 人間社会学研究科

(旧)理学部 （旧）理学系研究科

(旧)人文社会学部 (旧)文学研究科

看護学部 看護学研究科

総合リハビリテーション学部

生命機能化学科、生物情報科学科、

植物ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科、

緑地環境科学科、獣医学科
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≪学部≫

応用生命科学専攻、

緑地環境科学専攻、獣医学専攻

≪研究科（大学院）≫

18年度末
廃止予定
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事業の目的と内容

【目的】

○ 17年４月の法人化を機に、旧農学部・同大学院を生命環境科学部・同大学院
に再編。

⇒バイオサイエンス分野に関する教育研究を重点的に行うとともに、関連する

学問領域を融合させた新しい学部・研究科として発足。

○ 生命環境科学部・同大学院のうち、獣医学科及び獣医学専攻については、動

物バイオ研究の新たな拠点づくりを目指し、りんくうタウンでの展開を図ることとし

ており、今般、りんくうタウンにおいて関係学舎整備を行うもの。

【内容】

○ 敷地面積：約１１，０００～１２，０００㎡

○ 学舎規模：約１７，０００㎡ ※共用部分含む

（内訳 本棟：約１５，５００㎡、動物飼育棟：約１，５００㎡）

○ 総事業費：約６５億円（内訳 建設費用：４５億円、金利・事務費等：約２０億円）

○ 維持管理費：約１．６億円／年
※「建築物のライフサイクルコスト」（(財)建築保全センター発行による）
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事業の目的と内容

【事業地の優位性】

○ 事業地近傍には、未知の感染症患者を受

け入れることができるりんくう総合医療セン

ターや、関西空港の空港検疫機関等があり、

獣医学科及び獣医学専攻の教育研究の推

進にとって有利な条件を有している。

○ このため、当地での展開は、動物系バイ

オ分野の研究ポテンシャル向上と、これを

通じた人材育成、さらに大学全体の総合力

向上を先導するものとなる。

ヒューマンサイエンス
研究資源バンク

ヒューマンサイエンス
研究資源バンク

りんくう総合医療センター

・市立泉佐野病院

・感染症センター

・泉州救命救急センター

予定地

（関西空港内）

関西空港検疫所

植物防疫所

動物検疫所
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事業を巡る社会経済情勢

【大学間競争の激化】

○ １８歳人口の減少や社会のグローバル化により、かつてない厳しい大学間競争

の時代。

○ 公立大学法人大阪府立大学が「世界に通用する”高度研究型大学”」を目指す

ためには、

・特色ある研究の推進や研究成果の社会への還元

・高度な専門的知識を備えた人材の育成

などが不可欠であり、これらを可能とする教育研究環境の整備が求められている。

【バイオサイエンス研究の著しい進展】

○ バイオサイエンス研究は既に世界的な開発競争の中。

⇒バイオ研究の進展に後れをとることのないよう、研究環境の早期整備が求

められている。
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事業を巡る社会経済情勢

【耐震性、安全性の確保】

○ 学舎には研究の性質上、薬品棚や高圧ガス配管、各種研究機器類などが多

数配置。

⇒地震や火災発生等緊急時の安全性の確保が重要な課題。

【学舎の有効活用について】

○ 獣医学科及び獣医学専攻の使用学舎：Ｓ４０年、Ｓ４５年、Ｓ５８年、Ｈ２年建設

⇒りんくうタウンへの移転後、順次改修工事を実施し、工学部及び工学研究

科が使用

○ なお、中百舌鳥キャンパスにおける各学舎の整備手法については、大学法人

資産の有効活用の観点から、可能な限りリニューアル改修で対応。
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大阪府立大学キャンパスプラン

「大阪府立大学キャンパスプラン」 （17年３月策定）

【平成17～22年度の整備内容】

◆ 新築整備の着手をめざすもの

○ 総合教育研究機構棟

○ 生命環境科学部大学院学舎（りんくうキャンパス）

○ 特別高圧変電所 等

◆ リニューアル改修の着手をめざすもの

○ 旧農学部本館、獣医1･2号館

○ 旧農学部解剖棟 等

※りんくうタウンでの展開については、生命環境科学部大学院から、獣医学科及び獣医学専攻への変更

を行ったため、現在、キャンパスプランの修正作業中。
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事業効果 ～事業効果の定性的分析～

【安全・安心】【安全・安心】

○ 新築整備により、耐震性能・防火性能を十分に備えることができ、安全

性の向上を図ることができる。

○ ユニバーサルデザインの導入により、誰もが安全でかつ快適に施設を

利用することができる。

昭和４５年Ｂ７棟

昭和４５年Ｂ８棟

・現在の使用学舎は、耐震性能を十分には備えておらず、
新学舎の建設により、安全・安心の確保が可能となる。

・ また、現在の使用学舎についても、一旦空き学舎となる
ことから、耐震改修を含むリニューアル改修を実施するこ
とができる。（学舎を使用しながらの改修は、教育・研究に
影響を及ぼすことから困難。）

昭和４０年Ｂ４棟

昭和５８年Ｂ９棟

平成 ２年Ｂ６棟

備 考建設年次学 舎 名

※獣医学科及び獣医学専攻の主な使用学舎
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事業効果 ～事業効果の定性的分析～

【活力】【活力】

○ りんくうタウンにおいて動物バイオの研究環境を強化することにより、全

学的な活力向上を先導することができる。

⇒大学の総合力が向上。

○ 中百舌鳥キャンパスにおける学舎整備については、転がし方式を基本

としていることから、獣医学科及び獣医学専攻の移転による空き学舎の

活用により効率的な学舎整備が図れる。

⇒りんくうキャンパスへ移転後、順次リニューアル改修を実施し、工学

部及び工学研究科が使用予定。

○ バイオ研究の新たな拠点形成等を通じて、りんくうタウンのまちづくりに

も寄与できる。
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事業効果 ～事業効果の定性的分析～

【快適性】【快適性】

○ 施設全体を現在の水準にあった仕様とすることができ、教育研究環境

が向上する。

⇒ 現在の施設は、研究機器の最新化・大型化等に対応できておらず、

バイオ研究の進展に後れをとる可能性がある。

○ 電気・空調設備等の能力を向上させることにより、設備の陳腐化が改

善され、研究環境が向上する。

【その他】【その他】

○ 設備機器の最新化や断熱工法の採用により、ＣＯ２の削減をはじめと

する環境負荷の軽減を図ることができる。
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学舎整備手法

【学舎整備手法の概要】【学舎整備手法の概要】

≪整備手法≫

○ 大学法人は、地方独立行政法人法において、設立団体以外からの長期借入や出

資等が禁じられているため、大学法人に成り代わって学舎整備事業を行う主体と

なる特別目的会社（ＳＰＣ：㈲府大学舎等整備センター）を、府大後援会が設立。

○ ＳＰＣは、金融機関から資金を調達し、ＣＭＲ（コンストラクション・マネジメント会社）

を活用して、設計会社・工事業者等に事業を発注。（設計会社・工事業者選定につ

いては、府大の関与のもと、ＣＭＲが公平中立に手続きを行う。）

○ 大学法人は、ＳＰＣからの建物引渡し後、長期割賦払いにより支払いを行い、ＳＰ

Ｃは、大学法人からの長期割賦払い金をもって、金融機関へ返済を行う。

≪整備手法の目的：コスト削減と資金需要の平準化≫

○ 公立大学法人の学舎整備については、設立団体（大阪府）からの施設整備費補

助金を基本的な財源として実施されることから、コスト削減はもちろんのこと資金需

要の平準化を図る必要がある。
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学舎整備手法

【学舎整備の流れ】【学舎整備の流れ】

公立大学法人

大阪府立大学

㈲府大学舎等整備センター

（ＳＰＣ）

金融機関

長期割賦払い

建物引渡し等

返済

資金調達

ＣＭＲ

（ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ会社）

設計会社・工事会社等

スケジュール管理、

コスト管理、

各種業者選定業務 等
大阪府

債務負担行為設定

（⑱当初予算において設定済み）

施設整備費
補助金

設計・工事
契約等

ＣＭ契約

（関与）

（選定業務）

契約 金消契約

：契約行為

：資金等の流れ

：業務等

凡例
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今後のスケジュール

２０年度

供用

工事

実施設計

２１年度１９年度１８年度


